市民課ロビー等モニター放映広告基準

制定　平成２４年　７月　４日

施行　令和　元年１２月　１日

１　目的

　　この基準は，柏市広告物掲載取扱要領（平成１７年１２月２０日制定。以下「要領」という。）に基づき，市民課ロビー等に設置したモニターによる広告の取扱いについて，必要な事項を定めることを目的とする。

２　規制業種又は事業者

　　次に掲げる業種又は事業者の広告は放映しない。

　(1) 風俗営業等の規制及び業務の適正化等に関する法律(昭和２３年法律第１２２号)第２条に規定する風俗営業及び性風俗関連特殊営業並びにこれらに類似する業種

　(2) 消費者金融に関する業種

　(3) たばこに関する業種

　(4) ギャンブルに関する業種

　(5) 占い又は運勢判断に関する業種

　(6) 法律の定めのない医療行為を行う業種

　(7) 暴力団及び関連事業者

　(8) 興信所，探偵事務所等

　(9) 社会問題を起こしている業種又は事業者

　(10)　債権の取立て，示談の引受け等に関する事業者

　(11)　法令に基づく必要な許可を受けることなく業を行う事業者

　(12)　民事再生法（平成１１年法律第２２５号）に基づく再生又は会社更生法（平成１４年法律第１５４号）に基づく更生の手続を行っている事業者

　(13)　法令に違反していると認められる事業者

　(14)　行政機関から行政指導を受け，改善がなされていない事業者

　(15)　本市の市税を滞納している事業者
　(16)  柏市建設工事請負業者等指名停止要領に基づく指名停止を受けている事業者
　(17)　その他市有財産を活用した広告に係る業種又は事業者として適当でないと認められるもの

３　放映基準

　　放映できる広告は，市民生活に関連したもので，次の各号のいずれにも該当しないものとする。

　(1) 法令等に違反するもの

　(2) 基本的人権を侵害するおそれのあるもの

　(3) 公の秩序又は善良の風俗に反するもの

　(4) 公の選挙若しくは投票の事前運動に該当するもの又は政治活動を目的とするもの

　(5) 宗教団体による布教推進を主目的とするもの

　(6) 個人又は団体の主義主張を表示するもの

　(7) 誇大な表現，根拠のない表示又は誤解を招く表現のもの

　(8) 射幸心を著しくあおる表現のもの

　(9) 虚偽の内容を表示するもの

　(10)　内容又は責任の所在が不明確なもの

　(11)　国，地方公共団体，その他公共の機関が，広告の放映を行う者（以下「広告主」という。）又はその商品やサービス等を推奨し，保証し，又は指定等をしているかのような表現のもの

　(12)　水着姿，裸体姿等で広告内容と無関係かつ必然性のないもの

　(13)　暴力や犯罪を肯定し，又は助長するような表現のもの

　(14)　わいせつ性を連想させ，又は想起させるもの

　(15)　ギャンブル等を肯定するもの

　(16)　青少年の精神及び教育に有害なもの

　(17)　その他市有財産を活用した広告に係る内容として適当でないと認められるもの

４　設置場所

　　モニターの設置場所は，市長が指定するものとする。

５　放映種類・放映期間

　　広告の種類は，行政情報枠，キャッチコンテンツ枠及び広告枠とし，放映期間は別途定めるものとする。

６　広告業務の取扱い
　　広告業務の取扱いは，本市と契約する広告代理取扱事業者が行うものとする。

７　基準の変更

　　市長は，広告主に予告することなく，この基準の内容を変更することができる。この場合において，市長は，広告取扱業者を通して広告主に対し速やかに内容の変更を通知するものとする。
８　補則

　　この基準に定めるもののほか必要な事項は，市長が別に定める。

　　　附　則

　この基準は，平成２４年９月１日から施行する。

　　　附　則

　この基準は，令和元年１２月１日から施行する。

